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広報誌「ひまわり」令和５年度 第４号より 

 1月20日、マルマエホール出水で非営利法人ロシナンテス 理事長 川原尚行氏（医師）による特別講

演会を開催しました。 

 川原氏は福岡県北九州市出身で、小倉高校、九州大学医学部を経て外務省に入職されました。内戦中の

スーダンに着任された時、医療を受けられず困っている現地の人々を目の当たりにして、医師でありなが

ら医療を提供することができない現状に自問自答の日々が続きました。悩み抜いた末に川原氏が下した決

断は、外務省を辞職し、「非営利法人ロシナンテス」を設立することでした。ロシナンテスは、スーダン

では水と医療を届ける継続的な活動を行い、妊婦・新生児ともに死亡率が高いザンビアでは、安全な出産

の仕組み作りを始められています。また、日本でも活動されており、東日本大震災が発生した時には5年

間にわたり地域に寄り添った支援事業を展開されました。能登半島地震被災地にはロシナンテスの理事を

派遣するなど、復興にもご尽力されています。川原氏はスーダンを中心に活動をされていますが、紛争を

避け一時帰国していらっしゃるところ、今回ご講演いただきました。 

 会場ロビーでは、川原氏が海外で活動されている現地の写真などを展示しました。 

 講演に先立ち、当院の院長が語る「講演会への意気込み」、「川原氏との出会い」や「これからどんな

病院にしていきたいか」などのインタビュー動画を上映しました。 

 講演では、途上国で継続できる医療の仕組みづくりに、現地の人々と一緒になって取り組む姿勢やチャ

レンジすることの大切さなどが語られ、寝食を忘れるほど必死に活動される川原氏の行動に会場は感動の

渦に包まれました。川原氏が尊敬する医師とのエピソードでは、知性だけで物事を考えるのではなく、感

性を磨き、悩んだ時には感性で物事を判断することの大切さを示されました。最後に「ハチドリのひとし

ずく」の逸話を話され、「何もしないのではなく、一人ひとりの力は小さくても、みんなで活動を続けて

いくことが大切」とチームで活動するうえでとても重要な考えを教えていただきました。 

 参加者からは、「感性を磨いて自分ができることを考え、残りの人生を改めて考えていきたい。」 

「行動力と感性。失敗を恐れない勇気をもらった。」「志の高さ、行動力に感銘を受けた。」 

「漠然と医療関係の道に進みたいと思っていたが、今回の講演を聞いて自分もアフリカ地域の医療を支え

られるような人になっていきたいと思った。」など、多くの感想をいただき、スタッフ一同、特別講演会

を開催できたことに喜びを感じております。 

 講演終了後には、多くの来場者から途上国への継続的な支援の一助として寄附が寄せられ、心温まる講

演会となりました。 

特別講演会の様子 

90



 

 

令和５年度出水圏域 

地域リハビリテーション広域支援センター活動報告 
 

平成２３年９月１日付けで、出水圏域地域リハビリテーション広域支援センター（脳血管疾患分野・整形

疾患分野）として指定を受け、出水圏域（出水市、阿久根市、長島町）で活動を行っています。 

リハビリテーション広域支援センターの取組として、以下の活動を行いました。  

 

＜お知らせ＞ 

令和元年度より出水郡医師会広域医療センターが出水圏域のリハビリテーション広域支援センターに

指定され、現在は出水圏域２市１町を２つの医療機関で支援協力しています。指定機関が増えたことに

より、活動範囲・内容を分担することができ、業務負担の軽減に繋がると共に、より細やかな支援が行

えるようになりました。 

令和5年度は､令和4年度と比べて新型コロナウイルス感染症の感染が落ち着いたことから､地域活動が増

加してきております。また、地域における予防医療のニーズも高まっており、昨年度以上に多種多様な

活動依頼が増えることが予測されます。出水圏域のリハビリテーション広域支援センターとして、活動

の幅を広げ、障害を持つ人々や高齢者およびその家族が、住み慣れた地域で、そこに住む人々とともに

一生安全に、生き生きとした生活が送れるよう、協力、支援を行っていきたいと思います。   

月 日 場 所 活動内容等 講 師 参加 

毎月 

第3火曜日 

第4月曜日 

出水市役所 地域ケア会議 
PT・OT・STから 

１～２名参加 
9回 

適宜 療育施設等 
鹿児島県障害児等療育支援事業による 

訪問療育指導、施設支援 
ST  １名 13回 

8月19日 出水総合医療センター ふれあい健康フェスタ 
病院職員 

OT 4名 
1回 

7月7日 

2月14日 
出水郡医師会立第二病院 

北薩地域保健医療圏 

地域医療構想調整会議 
OT 1名 2回 

11月25日 薩摩川内市国際交流センター 北薩リハフォーラム 
OT 4名 

ST 2名 
1回 

12月20日 保健所等 住民依頼 ロコモ予防体操 PT・OTから2名 １回 

12月22日 zoom 広域支援センター担当者意見交換会 OT 2名 1回 

1月19日 zoom 災害リハビリテーション研修会 OTから1名 1回 

2月9日(2回) 

3月1日 

3月6日 

出水市中央公民館 

高尾野市民交流センター 

野田農村環境改善センター 

こけん塾リーダー 意見交換会 PT・OTから3名 4回 

2月25日 城山観光ホテル リハビリテーションフェスティバル 

PT 2名 

OT 2名 

ST 1名 

1回 

3月7日 出水郡医師会広域医療センター 出水圏域広域支援センター連絡協議会 
PT 1名 

OT 2名 
1回 

令和５年度活動実績 
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令和５年度 広報誌「ひまわり」発行記録 

発行号 ト ピ ッ ク ス 

第１号 

◆ 年度始めのごあいさつ 

◆ 新型コロナウイルス感染症について 

◆ 新任医師のご紹介 

◆ 退任医師のあいさつ 

◆ 市民講座 

◆ 出水総合医療センターの昔の写真・資料の募集 

◆ 新規採用職員募集案 

◆ 外来診療表 

第２号 

◆ 第１回ずーみんの院内探訪 

◆ ふれあい健康フェスタの開催 

◆ 出水総合医療センター昔の写真・資料の募集 

◆ 出水市病院事業職員募集 

◆ 薬剤師を目指す奨学生募集 

◆ 災害訓練の実施 

◆ 夏祭りいずみ鶴翔祭への参加 

◆ ふるさと出水クリーン作戦への参加 

◆ 出水市病院経営強化プランの策定 

◆ 血管造影装置の更新 

◆ 外来診療表 

第３号 

◆ 出水市病院事業 特別講演会の開催について 

◆ 出前講座の紹介 

◆ 令和４年度決算について 

◆ 第２回ずーみんの院内探訪 

◆ 新任医師紹介 

◆ 消防総合訓練の実施 

◆ 出水市大産業祭への出展 

◆ 来たれ！未来の病院スタッフ 

◆ 理学療法士が勧めるリハビリ体操① 

◆ 管理栄養士が教える「体」改善録① 

◆ 外来診療表 

第４号 

◆ 出水市病院事業 特別講演会の開催報告 

◆ 出水市病院事業運営委員の募集 

◆ 『出前講座』本格始動！ 

◆ 「連携医の会」４年ぶりの対面開催 

◆ 出水圏域広域リハビリテーション支援センターの紹介 

◆ 九州・沖縄ブロックDMAT実動訓練への参加 

◆ 第３回ずーみんの院内探訪 

◆ 理学療法士が勧めるリハビリ体操② 

◆ ４年ぶりの復活！院内忘年会 

◆ 管理栄養士が教える「体」改善録② 

◆ 外来診療表 
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令和５年度ＰＴ（プロジェクトチーム）・ＷＧ（ワーキンググループ）活動 

 

１ PTについて 

  事業管理者、院長、副院長を統括として、リーダー1名、サブリーダー3名で構成され、   

  WG活動の助言・支援を行う。 

 

２ WGについて 

  「クラブ活動のように楽しく自発的に」をテーマに活動を行う。 

  7グループ、93人のメンバー（延べ99人）が参加。 

 

３ PT（プロジェクトチーム）会議について 

  毎月最終金曜日に開催。令和5年度は8回開催。 

 PTのリーダー・サブリーダー、各WGのリーダー・サブリーダーが集まり、WG活動の進  

 捗状況を報告。協議・相談事項があればPTのリーダー・サブリーダーから受けた助言を 

 参考に次回以降のWG活動を進める。 

 

４ 各WGの活動について 

⑴ あつまるくん（集患） 

 病院に対する「安心」「信頼」「親しみ」の向上を図り、出前講座を構築・実施。 

⑵ 看護師募集 

 看護師募集のため、企業説明会の参加や看護学生へ向けたセミナーを実施。 

 ⑶ おたすけっと（ボランティア） 

  イベントのスタッフ従事やゴミ拾い、花壇の整備等により、職員同士の連携を強化し、  

  社会貢献の良さを広めることを目的として活動。 

 ⑷ E（笑顔で）A（安全に）T（食べさせたい） 

   窒息や誤嚥のリスクを減少させるため、嚥下評価のフローチャート定着を図った。 

 ⑸ 生活習慣病教育入院 

   自分の病気を知ることで今までの生活を見直し、今後の療養生活をその人らしく過ごす  

   ことができるような指導体制の構築を目指す。 

 ⑹ プロモーション 

   当院の魅力を外部へ発信するため、SNSやポスター、動画を用いて広報活動を行う。   

 ⑺ 業務改善活動 

      働きやすい環境作りをテーマに業務改善（エレベータの待ち時間短縮）を実施。 
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５ 主な活動実績 

  ・出水市大産業祭への出展 〈あつまるくん〉〈おたすけっと〉 

  ・出前講座の実施 〈あつまるくん〉 

  ・１００周年記念デザイン診察券のデザイン考案 〈プロモーション〉 

  ・看護学生への看護セミナーの実施 〈看護師募集〉 

  ・企業説明会（薩摩川内市、出水市）の参加 〈看護師募集〉 

  ・ゴミ拾いや花壇整備、清掃活動の参加 〈おたすけっと〉  

11/18 出水市大産業祭 1/16、3/18 出前講座 

１００周年記念デザイン診察券 11/23 看護学生への看護セミナー  

2/7、3/14 企業説明会  

11/24 ゴミ拾い  9/30 国体環境整備ボランティア  9/23 花いっぱいプロジェクト  
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令和５年度 出水総合医療センター活動の記録 

〇 消火訓練（５月） 

〇 鶴荘学園職場体験（５月） 

〇 高尾野中学校職場体験（５月） 

〇 神村学園病院説明会（４月） 
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〇 野田中学校職場体験（６月） 

〇 災害訓練（７月） 

〇 夏祭りいずみ鶴翔祭（７月） 

〇 ふるさと出水クリーン作戦＆花の植栽（７月） 
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〇 アンギオ装置更新（９月） 

〇 第８回ふれあい健康フェスタ（８月） 

〇 国体環境整備ボランティア（９月） 
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〇 鶴翔高校インターンシップ（１０月） 

〇 消防総合訓練（１１月） 

〇 連携医の会（１０月） 

〇 ツルトライトリレーマラソン参加（１０月）  

99



 

 

〇 市民駅伝参加（１１月） 

〇 出水市大産業祭出展（１１月） 

〇 看護学生さんへの看護セミナー（１１月） 

〇 病院周辺のごみ拾い活動（１１月） 
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〇 初の出前講座（１月） 

〇 院内忘年会（１２月） 

〇 特別講演会（１月） 
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〇 米ノ津中学校職場体験（２月） 

〇 薩摩國合同企業説明会（２月） 

〇 高校生のための企業説明会（３月） 
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